
神の救いの計画、パート１

そ
そのすべての核心にあるもの、Ｎo.５：

かく しん

かみ すく けい かく

　新
しん

約
やく

聖
せい

書
しょ

の核
かく

心
しん

となる教
おし

えは、聖
せい

書
しょ

の中
なか

で最
もっと

も美
うつく

しい節
せつ

の一
ひと

つにあります。

　神
かみ

はそのひとり子
こ

を賜
たま

わったほどに、この世
よ

を愛
あい

して下
くだ

さった。

それは御
み

子
こ

を信
しん

じる者
もの

がひとりも滅
ほろ

びないで、永
えい

遠
えん

の命
いのち

を得
え

るためで

ある。口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヨハネによる福
ふく

音
いん

書
しょ

 3:16

　世
せ

界
かい

の創
そう

造
ぞう

の前
まえ

に、すでに決
き

まっていた神
かみ

の救
すく

いの計
けい

画
かく

とは、人
じん

類
るい

への神の愛
あい

が

根
こん

底
てい

にあります。神
かみ

様
さま

の動
どう

機
き

は、愛です。

　神
かみ

様
さま

は、宇
う

宙
ちゅう

を創
そう

造
ぞう

する前
まえ

から、自
じ

由
ゆう

意
い

志
し

を持
も

つように造
つく

られた人
にん

間
げん

は罪
つみ

を犯
おか

す

ことをご存
ぞん

知
じ

でした。そこで、全
すべ

ての人
ひと

が罪への罰
ばつ

から救
すく

われるように、救いの

計
けい

画
かく

を作
つく

られたのです。人
じん

類
るい

を救うという計画によって、神
かみ

は、その聖
きよ

さ、義
ぎ

と公
こう

正
せい

、

その愛
あい

や憐
あわ

れみ、恵
めぐ

みという、神の性
せい

質
しつ

のすべての側
そく

面
めん

通
どお

りの方
かた

でいることができます。

神
かみ

の愛
あい

神
の

愛
か

み
あ

い



　よくある質
しつ

問
もん

とは、「なぜイエス様
さま

は十
じゅう

字
じ

架
か

で死
し

ななければならなかったのか？　イエス様の死が、

どのようにして罪
つみ

のゆるしや神
かみ

との和
わ

解
かい

をもたらしたのか？」というものです。

　聖
せい

書
しょ

に基
もと

づいた４つの概
がい

念
ねん

を組
く

み合
あ

わせ、違
ちが

った角
かく

度
ど

から同
おな

じものを見
み

てみると、イエス様
さま

の死
し

が、

どのように私
わたし

達
たち

を罪
つみ

への罰
ばつ

から救
すく

い、神
かみ

様
さま

との和
わ

解
かい

 1　をもたらしてくれるのかが分
わ

かります。

あがないの供
そな

え物
もの

あがないの代
だい

価
か

身
み

代
が

わりの犠
ぎ

牲
せい

和
わ

解
かい

1 辞
じ

書
しょ

では「和
わ

解
かい

」を「友
ゆう

情
じょう

、和
わ

合
ごう

性
せい

、調
ちょう

和
わ

などを回
かい

復
ふく

すること」と定
てい

義
ぎ

しています。



　最
さい

初
しょ

の概
がい

念
ねん

は、「あがないの供
そな

え物
もの

」です。つまり、「怒
いか

りをしずめるための捧
ささ

げ物
もの

」です。この概念は、神
かみ

の怒りと関
かん

係
けい

があります。

神は聖
きよ

く義
ぎ

であることから、罪
つみ

を裁
さば

き、罰
ばっ

しなければなりません。その一
いっ

方
ぽう

で、旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

で犠
ぎ

牲
せい

が捧
ささ

げられていたように、イエス様
さま

の

死
し

という犠牲を捧げることによって、神の怒りがしずめられました。私
わたし

達
たち

への愛
あい

から、神
かみ

様
さま

は、御
ご

自
じ

身
しん

の性
せい

質
しつ

を変
か

えることなしに、私達の

罪をゆるす方
ほう

法
ほう

を作
つく

って下
くだ

さったのです。（ヨハネの第
だい

一
いち

の手
て

紙
がみ

 2:2とローマ人
びと

への手紙 3:25を参
さん

照
しょう

）

１．あがないの供え物
そな もの

　この点
てん

について、ルイスとデマレストは、

次
つぎ

のように説
せつ

明
めい

しています。

　世
せ

界
かい

の裁
さば

き主
ぬし

である方
かた

は、御
ご

自
じ

身
しん

の道
どう

徳
とく

律
りつ

が

絶
た

えず破
やぶ

られ、私
わたし

達
たち

が有
ゆう

罪
ざい

であることから、

それに値
あたい

する死
し

罪
ざい

を宣
せん

告
こく

されました。それから、

御
み

子
こ

が天
てん

を離
はな

れて人
ひと

となり、罪
つみ

を犯
おか

さずに

生
い

きた上
うえ

で、私達の罪に対
たい

する［計
はか

り知
し

れない］

罰
ばつ

を全
すべ

て受
う

けて下
くだ

さいました。私達を有罪と

みなした裁き主は、私達の罪をあがなうために、

御自身の御
み

子
こ

として来
こ

られたのです。



　これらの節
せつ

で使
つか

われている「あがなう」という言
こと

葉
ば

は、

その代
だい

価
か

や身
みの

代
しろ

金
きん

を支
し

払
はら

うことを意
い

味
み

しています。

あがないの代価は、父
ちち

である神
かみ

様
さま

に支払われます。

そもそも罰
ばつ

を定
さだ

められたのは、父だからです。

神
かみ

様
さま

の御
み

子
こ

であるイエス様
さま

が、御
ご

自
じ

身
しん

の死
し

によって、

そのあがないの代価を支払って下
くだ

さるのです。

２．あがないの代価
　イエス様

さま

の死
し

が、いかにして救
すく

いをもたらしたかを説
せつ

明
めい

するのに役
やく

立
だ

つ、聖
せい

書
しょ

に

基
もと

づいたもう一
ひと

つの概
がい

念
ねん

は、「あがないの代
だい

価
か

」です。「あがなう」や「あがないの

代価」と訳
やく

された元
もと

々
もと

のギリシャ語
ご

は、「リュトロー」と「リュトロン」で、それは、

身
みの

代
しろ

金
きん

の支
し

払
はら

いによって釈
しゃく

放
ほう

すること、解
と

き放
はな

つことを意
い

味
み

しています。

　それは、人
ひと

の子
こ

がきたのも、仕
つか

えられるためではなく、仕えるためであり、また

多
おお

くの人のあがないとして、自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を与
あた

えるためであるのと、ちょうど同
おな

じである。

口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、マタイによる福
ふく

音
いん

書
しょ

 20:28

　大
おお

いなる神
かみ

、わたしたちの救
すくい

主
ぬし

キリスト・

イエス・・・が、わたしたちのためにご自
じ

身
しん

を

ささげられたのは、わたしたちをすべての

不
ふ

法
ほう

からあがない出
だ

して、良
よ

いわざに熱
ねっ

心
しん

な

選
えら

びの民
たみ

を、ご自身のものとして聖
せい

別
べつ

する

ためにほかならない。口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、テトスへの

手
て

紙
がみ

 2:13-14

　神
かみ

は唯
ゆい

一
いつ

であり、神と人
ひと

との間
あいだ

の仲
ちゅう

保
ほ

者
しゃ

も

ただひとりであって、それは人なるキリスト・

イエスである。彼
かれ

は、すべての人のあがないと

してご自
じ

身
しん

をささげられたが、それは、定
さだ

め

られた時
とき

になされたあかしにほかならない。

口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、テモテへの第
だい

一
いち

の手
て

紙
がみ

 2:5-6

だい か



が ぎ せい

　救
すく

いをさらに理
り

解
かい

するのに役
やく

立
だ

つ

三
さん

番
ばん

目
め

の概
がい

念
ねん

は、「身
み

代
が

わりの犠
ぎ

牲
せい

」、

または「罰
ばつ

の身代わり」です。この場
ば

合
あい

、

「身代わり」とは、誰
だれ

かの代
か

わりを務
つと

める、

誰
だれ

かを代
だい

表
ひょう

するという意
い

味
み

であり、それこそ、

イエス様
さま

が十
じゅう

字
じ

架
か

での死
し

をもって、

して下
くだ

さったことです。

罪
つ

み

３．身代わりの犠牲
み

　彼
かれ

はわれわれのとがのために傷
きず

つけられ、われわれの不
ふ

義
ぎ

のために砕
くだ

かれたのだ。彼はみずから懲
こ

らしめをうけて、われわれに平
へい

安
あん

を与
あた

え、

その打
う

たれた傷によって、われわれはいやされたのだ。口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、イザヤ書
しょ

 53:5

　われわれはみな羊
ひつじ

のように迷
まよ

って、おのおの自
じ

分
ぶん

の道
みち

に向
む

かって行
い

った。主
しゅ

はわれわれすべての者
もの

の不
ふ

義
ぎ

を、彼
かれ

の上
うえ

におかれた。口語訳聖書、

イザヤ書
しょ

 53:6

　イエス様
さま

は、多
おお

くの人
ひと

のためのあがないの代
だい

価
か

として、御
ご

自
じ

身
しん

の命
いのち

を与
あた

えたと言
い

われました。以
い

下
か

の節
せつ

で「～の」（あがない）と訳
やく

されている

言
こと

葉
ば

は、ギリシャ語
ご

の「アンティ」で、それは「～の代
か

わりの」「～の代
だい

理
り

の」という意
い

味
み

です。

　人
ひと

の子
こ

がきたのも、仕
つか

えられるためではなく、仕えるためであり、また多
おお

くの人のあがないとして、自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を与
あた

えるためである。口語訳聖書、

マルコによる福
ふく

音
いん

書
しょ

 10:45



４．和
わ

解
かい

　四
よん

番
ばん

目
め

の概
がい

念
ねん

である和
わ

解
かい

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に、仲
なか

たがいした二
ふたり

人の間
あいだ

の敵
てき

意
い

がなくなることを指
さ

します。

それまで離
はな

れていた人
ひと

達
たち

、敵
てき

対
たい

していた人
ひと

達
たち

が、再
ふたた

びひとつにまとまるということです。罪
つみ

は、

人
ひと

を神
かみ

から離れさせ、隔
へだ

てます。けれども、イエス様
さま

の死
し

は、その隔てを取
と

り除
のぞ

き、私
わたし

達
たち

の神
かみ

様
さま

との

関
かん

係
けい

を変
か

えたのです。

　キリストはわたしたちの平
へい

和
わ

であって、二
ふた

つのものを

一
ひと

つにし、敵
てき

意
い

という隔
へだ

ての中
なか

垣
がき

を取
と

り除
のぞ

［かれた］。

口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、エペソ人
びと

への手
て

紙
がみ

 2:14

　もし、わたしたちが敵
てき

であった時
とき

でさえ、御
み

子
こ

の死
し

に

よって神
かみ

との和
わ

解
かい

を受
う

けたとすれば、和解を受けている

今
いま

は、なおさら、彼
かれ

のいのちによって救
すく

われるであろう。

口語訳聖書、ローマ人
びと

への手紙 5:10

　神
かみ

様
さま

と私
わたし

達
たち

の間
あいだ

の和
わ

解
かい

は、私達ではなく、神様の業
わざ

です。

神様はその大
おお

きな愛
あい

と憐
あわ

れみのゆえに、私達が御
ご

自
じ

身
しん

と

和解できるようにして下
くだ

さったのです。



和
わ 解か

い

身み

代が

わりの犠ぎ

牲せい

あがないの供そなえ物もの あ
が
な
い
の

代だ
い

価か

　

　あがないの供
そな

え物
もの

、身
み

代
が

わりの犠
ぎ

牲
せい

、和
わ

解
かい

、あがないの代
だい

価
か

は、私
わたし

達
たち

を愛
あい

しておられる憐
あわ

れみ深
ぶか

い神
かみ

様
さま

が

しておられることを別
べつ

々
べつ

の言
こと

葉
ば

で言
い

い表
あらわ

したものです。救
すく

いは、神様から私達への無
む

料
りょう

の贈
おく

り物
もの

です。私達が

そのために何
なに

かをしたためではなく、それに値
あたい

するようなことを私達は何
なに

一
ひと

つすることができません。

　私
わたし

達
たち

の罪
つみ

のために犠
ぎ

牲
せい

になることができたのは、罪
つみ

のない救
すく

い主
ぬし

であるイエス様
さま

だけでした。イエス様は、

罪を犯
おか

さず神
かみ

様
さま

に従
じゅう

順
じゅん

な人
じん

生
せい

を生
い

きられました。もし罪を犯されたなら、私達の罪のためではなく、

御
ご

自
じ

身
しん

の罪のために死
し

ななければならなかったでしょう。けれども、罪は犯されませんでした。

　イエス様
さま

は、神
かみ

の聖
きよ

さを保
たも

った人
じん

生
せい

を生
い

きられたので、罪
つみ

に対する罰
ばつ

を受
う

けるに値
あたい

することはありません

でしたが、私
わたし

達
たち

の罪を御
ご

自
じ

分
ぶん

の身
み

に負
お

われました。私達一
ひとり

人一
ひとり

人の身
み

代
が

わりとなって下
くだ

さったのです。

イエス様は、私達の罪と罰の両
りょう

方
ほう

を身に負うことにより、私達一人一人が神
かみ

様
さま

と和
わ

解
かい

できるようにして

下さったのです。
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